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2-3 ヒロ市内にあるマウナ・ケア天文台群の山麓施設

イミロア・アストロノミー・センターのすぐ裏手の通りに沿って，マウナ・ケア天文台

群の山麓施設が並んでいる（図 2-3-1，2）．

図2-3-1 ヒロ市内にある山頂天文台群の山麓施設

ハワイ大学の敷地の一角に，各国の山麓施設が並ぶ．写真右端にはハワイ大学の校舎

などが並んでいる．写真左端を上下に通っているのがコモハナ通り．日本の国立天文

台ハワイ観測所は，画面左上の片仮名の「エ」型をした建物である．基本的にどの施

設も内部の一般公開はしていない．（Google Mapより作成）

図2-3-2 国立天文台ハワイ観測所の前から見る風景

広々とした通りの両側に山麓施設の建物が並ぶ．
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コモハナ通りから入ると，まず目に入るのがカリフォルニア工科大学サブミリ波天文台

（CSO：Caltech Submillimeter Observatory）の建物である（図 2-3-3，4）．すぐの交差点を

左折すると，左手にジェミニ天文台（Gemini Observatory），ジョイント・アストロノミー

・センター（JAC：Joint Astronomy Centre）の順に並んでいる（図 2-3-5 ～ 7）．その先の

右手に一段低くなってサブミリ波干渉計（SMA：Submillimeter Array）の研究所があり（図 2

-3-8），そして左手に日本の国立天文台ハワイ観測所（Subaru Telescope, NAOJ）の建物が

あらわれる（図 2-3-9）．さらに一番奥にはハワイ大学天文学科（ IfA： Institute for

Astronomy, University Hawai`i）がある（図 2-3-10）．

図2-3-3 カリフォルニア工科大学サブ

ミリ波天文台（CSO）

コモハナ通りから入って最初に見えるの

が，この建物．

図2-3-4 CSO入口にある電波望遠鏡の模

型

ドームの実物はもちろんマウナ・ケア山

頂で見ることができる（内部は非公開）．

図2-3-5 ジェミニ天文台とジョイント

・アストロノミー・センター（JAC）

手前（左）がジェミニ天文台で奥（右）

がJAC．この写真の撮影時，ジェミニ天

文台の前の芝生で，特別公開イベント(G

alileo Block Party,2009/10/24）のた

めのテントを設営していた．

図2-3-6 ジェミニ天文台

日本では「ジェミニ」と言うことが多い

が，英語での発音は「ジェミナイ」とな

る．双子を意味するその名のとおり，2

つの同じ仕様の望遠鏡がある．ここハワ

イは「北天文台」であり，もうひとつ「南

天文台」が南米チリにある．
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図2-3-7 ジョイント・アストロノミー

・センター

ここはイギリス・オランダ・カナダが共

同運用するジェームズ・クラーク・マク

スウェル望遠鏡（JCMT）とイギリス赤外

望遠鏡（UKIRT）の複合管理施設である．

図2-3-8 サブミリ波干渉計（SMA）

スミソニアン天体物理観測所および台湾

の中央研究院天文天体物理研究所が共同

運用するサブミリ波干渉計の管理施設．

マウナ・ケア山頂には，電波望遠鏡のア

ンテナ8基が並んでいる．

図2-3-9 国立天文台ハワイ観測所

通りから見るハワイ観測所．右手のかま

ぼこ形の建物の向こう側に入り口がある．

正面のヤシの木の後ろの棟の1階には実

験室や図書館などがある．実験室にはす

ばる望遠鏡のカセグレン焦点部の実物大

試験設備があり，観測装置の試験などを

することができる．

図2-3-10 ハワイ大学天文学科（IfA）

施設が並ぶ通りの一番奥に位置している．

中 に は ， マ ウ ナ ケ ア 山 頂 管 理 機 関

（OMKM:Office of Mauna Kea Management)

も入っている．この写真ではわかりにく

いが，撮影時，正面入口横に世界天文年

の大きなパネルが立っていた．


